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【1】次の式の項を、符号をつけてすべて答えましょう。 

① 5-8+3  ② -4+9-7  ③ 12-6-5+8 ④ -10+3+7-2 

答 ① +5、-8、+3 ② -4、+9、-7 ③ +12、-6、-5、+8 ④ -10、+3、+7、-2 

 

【2】次の文の（ ）にあてはまる言葉を、下の語群から選んで書きましょう。 

① 0 より大きい数を（ 正の数 ）といい、0 より小さい数を（ 負の数 ）といいます。 

② ＋、－の記号を（ 符号 ）といいます。 

③ 数直線上で、0 に対応する点を（ 原点 ）といいます。 

④ 数直線上で、ある数を表す点と原点との距離を、その数の（ 絶対値 ）といいます。 

⑤ 加法の結果を（  和  ）、減法の結果を（  差  ）といいます。 

⑥ 加法だけで表された式で、加法の記号＋で結ばれたそれぞれの数を（  項  ）とい

います。 

⑦ 加法で、たす数の順序を入れかえても和が変わらないという性質を、 

加法の（ 交換法則 ）といいます。 

⑧ 加法で、3 つ以上の数をたすとき、どの 2 つの数から先にたしても和が変わらない

という性質を、加法の（ 結合法則 ）といいます。 

-----------------------------------【語群】------------------------------------ 

結合法則  絶対値  和  負の数  原点 

項  交換法則  符号  正の数  差 


